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○ 野⽣⿃獣による農作物被害額は156億円（令和４年度）。全体の約７割がシカ、イノシシ、サル。
○ 森林の被害⾯積は全国で年間約５千ha（令和４年度）で、このうちシカによる被害が約７割を占める。
○ ⽔産被害としては、河川・湖沼ではカワウによるアユ等の捕⾷、海⾯ではトドによる漁具の破損等が深刻。
○ ⿃獣被害は営農意欲の減退、耕作放棄・離農の増加、さらには森林の下層植⽣の消失等による⼟壌流出、希少植物の

⾷害等の被害ももたらしており、被害額として数字に表れる以上に農⼭漁村に深刻な影響を及ぼしている。

野⽣⿃獣による農作物被害額の推移

農作物被害額の推移

農作物被害

【出典】「全国の野⽣⿃獣による農作物被害状況について」（農林⽔産省）
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○ 近年では、被害防⽌等を⽬的とする捕獲が中⼼に⾏われ、シカ及びイノシシの捕獲頭数が⼤幅に増加。

シカ・イノシシの捕獲頭数の推移

【出典】「⿃獣関係統計」および「ニホンジカ・イノシシ捕獲頭数速報値（令和４年度）」（環境省）に基づき⿃獣対策室で作成
※令和元(2019)年度以前は「⿃獣関係統計」参照。令和2(2020)年度以降は「ニホンジカ・イノシシ捕獲頭数速報値（令和４年度）」の数値
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狩猟による捕獲

被害防⽌等を⽬的とした許可に基づく捕獲
（指定管理⿃獣捕獲等事業を含む）
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〇 イノシシの捕獲頭数推移
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〇 シカの捕獲頭数推移
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